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デ ィス プ レイ企 業 の転 機

堀 口 隆 志

今 日、 わ れ わ れ の生 活 環 境 の 変 化 は め ま ぐる し く、経 済 問 題 、 都 市 環 境 問 題 、

公 害 問題 と そ の混 迷 の 度合 は ます ます 強 く な って きて い る。S.45年 日本 万 国 博

で 鮮 や か に浮 上 、 社 会 的地 位 を築 きあ げて発 展 の緒 にっ い た と思 わ れ た デ ィス

プ レイ企 業(llも 、 境 界領 域 不 明 と い うデ ィ ス プ レイ の異 様 さの 前 に圧 倒 さ れ 、

今 日ま で 特 筆 す べ き実績 も無 く停 滞 を 余儀 無 く させ られ て い る。 さ ら に工 業 化

社 会 の論 理 と繋 って 成 立 し、 経 済 発 展 と と も に成 長 を続 けて きた デ ザ イ ンが 、

今 や過 剰 発 展 との 批 判 に揺 れ動 い て い る。 安 定 成 長 を続 け た一 般 の 企 業 環 境 も

ま た 反 企 業 ム ー ド、 イ ン フ レ、資 源 危 機 と全 く企 業 基盤 を ゆ さ振 る よ うな変 化

を激 し く受 けは じめ た。

デ ィス プ レイ 企 業 も こ れ らの影 響 を強 く受 け、 多 様 な 問題 と対 峙 しな が ら新

し く脱 皮 し よ うと して い る。 そ こで 現 在 直 面 して い る具 体 的 な もの を と り あ げ

'

逐 一 検 討 を 加 えて い きた い 。

1.領 域 の拡 大 と質 的 変 化

ス ペ ー ス メデ ィア と して の機 能 を持 つ デ ィス プ レイ は あ ら ゆ る場 で 人 間 と接

触 して い る。

《表1-1》 は非 常 に巾広 い領 域 遼 デ ィス プ レ イ の対 象 と な っ て い る こ と を

顕 著 に示 す もの で あ る。 この ひ とつ の グ リ ッ ドの 内 容 を と りあ げ て み て も 、一
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《表 ト1》 デ ィス プ レ イ の 領 域

E社 会空間一 一→ ・ 商業空間一 一→
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万国博

世界博

海外博

都道府

県博

私鉄博

動物園

植物園

公 園

遊 園地

噴 水

総合

博物館

科学

博物館

歴史

博物館

自然

博物館

郷土

博物館

交通

博物館

児童館

青 少 年

センター

水族 館

花 壇

総合

科学館

海洋

科学館

交通

科学館

宇宙

科学館

天文

科学館

電気

科学館

記念館

天文台

スt一 ツ

ガLデ ン

観光

施設

美術館

総 合

資料館

民族

資料館

郷土

資料館

考古

資料館

芸能

資料館

図書館

公民館

モ ニ ュ

メ ン ト

ス トリー ト

フ ァ ニ

チ ヤ ー

科学展

芸術展

歴史展

記念展

考古展

芸能展

スポーツ

展

標 本

パノラマ

国際

見本市

巡航

見本市

専門

見本市

商品

展示 会

移動展

レジヤー

ラ ンF

商品

発表会

展 ・示

小 間

模 型

ア ミュー

ズメント

センター

レジヤー

ビ ル

貿 易

セ ンター

工 芸

セ ンター

産 業

兮 館

物 産

会 館

商品 キ

ヤラバン

エ レク ト

ロニクス

シヨウ

ビジネス

シ ョウ

舞台装置

プ レ イ

ラ ン ド

式 典

商 品

ショー

ルー ム

都道府県

シ ョー

ルーム

..

セ ンター

各種

案内所

ビルのパ

ブ リック

スペース

ター ミナ

ル

サ イ ン

屋 内 外

サ イ ン

POP

インテリア

デコレー

ション

シ ョ ッ

ピング

セ ンター

スーパ ー

マーケ ッ ト

チェー ン

ス ト ア

コンビニ

エンス

ス 封ナ

ショップ

特 殊
店 舗

移 動

店 舗

オー トメ

ーション

店 舗

特 殊

家 具

シ ョー

ウイ ンド

大型

百貨店

大型

専 門店

地 下街

商店街

一 般

店 舗

フランチ

ャイズ

店 舗

カブ艶ル

店 舗

プレハブ

店 舗

照 明

器 具

デ ィス

プレイ

器 具



年 以 上 の 準 備 期 間 を要 す る膨 大 な作 業 を包 含 して い る も の が 多 い 。

こ れ らの デ ィス プ レ イ は販 売 の た め の 〈商 業 空 間 〉 と公 共 の た め の 〈社 会 空

間 〉 の ふ た つ に大 別 す る こ と がで きる。 こ の ふ たつ の空 間 にお け るデ ィス プ レ

イ は、 基 本 計 画 ・設 計 ・施 工 面 に お い て 、 か な りの 異 な っ た性 質 を持 つ が 、 デ

ザ イ ンワ ー ク以 前 の と こ ろ を重 要 視 す る姿 勢 、 シス テマ チ ッ ク に作 業 を進 行 さ

せ る必 要 を持 っ 点 で は 共 通 して い る と い え る。

(1)大 型 商 業空 間 で あ るデ パ ー トの増 改 築 計 画 で は 、 まず 、 デ ィス プ レイ マ

ネ ー ジ に必 要 な情 報 分析 資 料 と して 、 その 商 圏 の消 費者 購 買 意 識 及 び購 買 実 態

調 査 が行 な わ れ る。 こ れ を基礎 資 料 の ひ とっ と して 、 コ ンセ プ トを は じめ と す

る諸 計 画 が作 成 され る。 デ ィス プ レイ ヤ ー が参 加 す る時 点 は購 買 意 識 実 態 調 査

報 告 の分 析 段 階 の と こ ろ か らで な け れ ば な らな い 。 調査 ② は、 通 常 、 調 査 の概

要 を明確 に し、 標 本 構 成 に よ っ て人 口 統 計 、 社 会経 済 上 の 諸 条 件 、 自然 条 件 、

消 費 習慣 を把 握 す る。 そ して 、消 費 者 の ラ イ フ ス タ イル も解 明す る。 さ ら に、

商 圏 地 域 の 各 デパ ー トの利 用状 況 、 イ メ ー ジ調 査 、 利 用 の しか た な ど も調 査 さ

れ 、 そ れ ら を纒 め て次 の諸 点 が確 認 さ れ る 。

a)消 費 者 の 意識 構 造 と して デ パ ー トへ の好 意 度(潜 在 層 も含 む)

b)消 費 者 の 生 活 態 度(生 活 意 識)

c)消 費 者 の 関 心 領 域 と心 理 特 性

d)消 費 者 の 購 買 行 動(実 態)

e)現 在 の デパ ー トの 問題 点

f)消 費 者 の ニ ー ズ

g)購 買 の 刺 戟 づ け(動 機 づ け)

以 上 の こ と を脳 裡 に は っ き り と刻 み つ け て 作 成 され た コ ンセ プ トを 、 明確

に理 解 し、 や が て デ ィス プ レイ計 画 に移 る の で あ る。

デ パ ー トの 増 改 築 はデ ィス プ レイ が 主体 で は ない 。 マ ー ケ テ ィ ン グ ミ ッ ク ス
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の 一 環 と して デ ィス プ レイ機 能 が必 要 と され 、 効 果 を発 揮 す るの で あ る。 デ ィ

ス プ レイ は視 覚 的 に器 と して の形 を提 示 す る の で 、 と も す れ ば そ れ が主 体 で あ

る か の よ う な錯 覚 に わ れ われ を陥 れ が ち だ が 、 そ の他 の 複 雑 な問 題 や 要 件 、 そ

れ に対 処 す る部 門 との 相 互 調 整 や 統 合 が必 要 で あ り、 そ の上 にデ ィス プ レ イ計

画 が成 り立 つ こ と を忘 れ て は な らな い。 こ の よ う なデ パ ー ト増 改 築 プ ロ ジ ェ ク

トチ ー ム の ス タ ッ フ に な るた め に は 〈マ ー ケ テ ィ ン グ〉 を熟 知 、 消 費 者 志 向 的

立 場 に立 っ 商 品 の認 識 や 購 買 心理 を承 知 して い な けれ ば な ら ない 。 そ れ が な け

れ ば、 い た ず ら に 自 己の 造 形 感 覚 の 主 張 に終 始 して しま う。 マ ー ケ テ ィ ン グ戦

略 の 立 案 に 際 し、他 分 野 の専 門 家 と対 等 に伍 して い くに は 、常 か ら経 済 学 、 社

会 学 、 心 理 学 、歴 史 学 な ど人 間 と関 わ りの あ る学 問 の研 究 、 さ ら に、 世 界 の 政

治 経 済 動 向 や流 行 を見 究 め 、将 来 の 生 活 環 境 の 洞察 、 現 代 芸 術 との 接 触 な ど、

広 域 に わ た る教 養 や 知 識 の涵 養 に努 め て い な け れ ば な らな い。 これ は広 告 の世

界 で も 同様 〔3)であ る。 プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム の ス タ ッフ に は知 的 怠 慢 は許 され な

い 。 ま た 、 尖鋭 な多 元 感 覚 、総 合 思 考 、 創 造 力 、発 想 力、 行 動 力 を持 っ こ とが

豊 富 な体 験 と と も に望 ま れ る。過 去 に プ ロ ジ ェ ク トに参 加 、 企 業経 営 と して の

売 上 伸 長 に寄 与 した 、 あ るい は 企 業 の イ メ ー ジ ア ップ に繋 が っ た な どの 成 功 事

例(時 に は失 敗 事例)の 累 積 は ま こ と に貴 重 な もの で あ る。

デ パ ー トが増 改 築 や 地 方 進 出 に際 し、 一 スペ ー ス デ ザ イ ン会 社 に依嘱 して 、

明 晰 な コ ンセ プ トづ く りか ら造 形 デ ザ イ ン制 作 管 理 まで を任 せ て 、 戦 略 的 に成

功 して い る例 が あ る。 こ の方 法 は デ ザ イ ン会 社 が デ パ ー トの 性 格 ・販 売 戦 略 を

よ く理 解 、 常 か ら緊 密 に協 力 して い る た め に極 め て 有効 で あ る。 しか し、 デ ィ

ス プ レ イ会 社 が それ を各 社 と競 争 の 上 で 受 注 しよ う とす る場 合 に は 、 必 要 経 費 、

間接 経 費 な ど多 大 の 出 費 を要 す る こ と か ら、 連 続 受 注 あ る い は適 正 な報 酬 が な

け れ ば企 業 と して の 利 益 は生 ま れ ない 。 ま た、 受 注 に失 敗 した時 の経 費 損 失 は

大 きい 。

か って デ ィス プ レ イデ ザ イ ナ ー は発 注 を受 け て か ら、 〈ア イ デ ィア〉 → 〈ス
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ケ ッチ 〉→ 〈製 作 図 面 の デ ィテ ー ル〉 まで を一 貫 して 、 ひ と りで 行 な っ て きた 。

そ して 、 与 え られ た ス ペ ー ス で い ろ い ろ な制 約 の も と、 展 示 装 置 を作 る こ との

み を求 め られ て きた。 そ の時 の コ ンセ プ トは 甚 だ 瞹 眛 で あ り、造 形 面 の 思 い つ

き が ア イ デ ィ ア とな る程 度 の もの で あ っ た 。 現 在 は億 円 単 位 の ビ ッ グ プ ロ ジ ェ

ク トへ の参 加 を求 め られ る時代 で あ る。 造 形 感 覚 、 色 彩 感 覚 だ けで は プ ロ ジ ェ

ク トチ ー ム の ス タ ッフ と して能 力不 足 で あ る こ と が周 知 の こ と と な って い る。

② 次 に シ ョ ッ プデ ィス プ レ イ の た め の構 成 要 素 を示 す と 《表1-2》 の よ

うに な る。

シ ョ ッ プデ ィス プ レ イの 場 合 、 そ の効 果 測 定 の結 果 は 明瞭 で あ る。 そ して 、

利 益 目標 不達 成 な ら ば直 ち に破 壊 され 、修 理 され 、 改変 され る。 設 計 す る以 上

そ の よ うな変 貌 を許 して は な らな い 。 あ らゆ る社 会 環 境 、経 済環 境 の 実 態 を よ

く把 握 、 自 らの 資 金 で 営 業 す るつ も りの 真 剣 さが 要 求 さ れ る。 ク ライ ア ン トが

期 待 す る成 果 を あ げ る た め に も経 営 学 的 に プ ロ フ ェ ッシ ョナ ルで あ る こ とが任

務 で あ ろ う。 プ ロで あ る た め に は この 《表1-2》 の 各 要 素 に通 暁 して い る こ

とが 要 求 され る。 そ れ は規 模 によ って は 、 ソ フ ト面 に お い て 、一 般 建 築 の 域 を

超 え た も の と な る場 合 もあ る。 設備 機 器 の 革 新 は著 し く、 シ ス テ マ チ ッ ク な も

の な ど最 近 新 し く加 わ っ た もの が 多 い。 また 、 基礎 技 術 部 分 も含 めて 年 毎 に改

新 さ れ るの で 研 究 を怠 る こ とは で きな い 。 常 に 《表1-2》 の 要 素 を総 括 して

捉 え て い な け れ ば な ら ない の で あ る。

過 去 にお い て 、 デ ィス プ レ イデ ザ イ ナ ー は建 築 士 の よ う に公 的 資 格 を 問 わ れ

な か6た が、 今 は 内装 工 事 に も法 的 規 制 が あ る 。規 制 が生 ま れて く る事 態 は逆

に デ ィス プ レイ領 域 の 質 的 変 化 が起 っ て い るこ と を如 実 に示 す も の で あ る。 や

が て 、後 に触 れ る よ うな国 家 レベ ルで の 資 格 認 定 が 実施 さ れ る こ と と な る 。

(3)エ キ ジ ビ シ ョ ンの 領 域 につ い て は 、S.45年 の 日本 万 国 博 が 今 も っ て 記 憶
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《表1-2》 ショップ ・デ ィス プ レイ構 成 要 素 一

、

1建 築基準法 1経 営学 1土 地環境調査 1設 備全体計画 1土 木一式工事

2消 防法 2経 営相談 2立 地条件調査 2衛 生設備 2建 築一式工事

3意 匠法 3資 金計画 3交 通調査 3厨 房機器 3大 工工事

4著 作権法 4税 務 4人 口調査 4ガ ス設備 4左 官工事

5屋 外広告物法 5損 害保険 5遡 各と方位 5電 気設備 5と び ・土 工 ・コ

6道 路法 6経 営戦略 6コ ミ ュニ テ ィ 6空 調 システム ンク リム ト工事

7興 行法 7行 動科学 7顴 客誘導 7冷 凍 ・冷蔵設備 6石 工事

8建 築基準法施行 8購 買心理 8建 築 8業 種別特殊機器 7屋 根工事

令 9色 彩心理 9外 観のデザイン 9リ ース機器 8電 気工事

9消 防法施行令
10商 品性 向F 10パ ブ リック 10運 撮機器

・9管 工事

10道 路法施行令 11販 売計画 スペース
11包 装機器 1Pタ イル ・れんが

11建 築基準法施行

規則

12労 働安全衛生規

則

13建 設省告示

14地 方 自治体告示

15建 築安全条例

16火 災予防条例

17屋 外広告条例

18建 築基準法細則

19火 災予防条例施

12販 売演出

13販 売促進計画

14商 品展示技法

15営 業管理

16店 員教育

17イ ベント企画

18テ ナント紹介

19積 算

20予 算配分

21契 約 ・届出

11売 場

ゾー ンニ ング

12防 火計画

13避 難 計画

14テ ーマカ ラー

15シ ンボルマー ク

16サ イ ン

17ス ーパー

グ ラフ ィック

18照 明演出

19各 部 デザイ ン処

12事 務機 器

13放 送情 報機器

14エ アカーテ ン

15オ ー トドア

16エ レベー ター

17エ スカ レーター

18シ ャッター

19ア ラーム

20火 災報知機

21煙 探矧 幾

プロツク工事

11鋼 構造物工事

12鉄 筋工事

13舗 装工事

14板 金工事

15ガ ラス工事

16塗 装工事

17防 水工事

18内 装仕上工事

19機 械器具設置工

事

行規則 22省 力設備 理 22排 煙設備
20熱 絶縁工事

20屋 外広告物条例

施行規則

21道 路占用規則

22食 品衛生法

23風 俗営業等取締

法

24設 備等に関する

法規

23店 舗モジュール

化

24店 舗システム化

25店 舗プレハブ化

26チ ェーン店計画

27海 外資料

28国 内資料

20POP

21作 業 計画

22施 工 管理

etc.

23消 火設備

24販 売促進機器

25ユ ニ ッ ト器具

26陳 列 ケース

27イ ンテ リア家具

28マ ネキ ン

29防 火材料

21電 気通信工事

22造 園工事

23建 具工事

24水 道施設工事

25消 防施設工事

26清 掃施設工事

27プ ラスチック加

25環 境衛生に関す
etc. 30材 料全般 工工事

る法規 etc. 28音 響工事

26文 化財保護法 etc.

etc.
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に新 しい 。 人 間 と物 、 そ して 、 そ れ ら を包 ん だ環 境 全体 に ま で 及 び 、人 間 の す

べ て の感 覚 に訴 え るエ キ ジ ビ シ ョ ンデ ィス プ レイ は 、 トー タル ス ペ ー ス メ デ ィ

アで あ る と の認 識 を高 め た。 そ して 高 度 の 技 術 を駆 使 す る こ と か ら 、 デ ィス プ

レイ工 学(41の 重 要性 も と な え られ た 。

博 覧 会 、 博 物 館 な どで は、 大 衆 との接 触 に お い て 「何 を どの ように み せ るか」

とい う こ と 、 つ ま り外観 や建 物 で な く、 内 容 の企 画 、展 示 手 法 が重 視 され る 。

と もす れ ば忘 れ られ が ちで あ っ た この基 本 事 項 を 大 切 にす る態 度 が最 近 に な っ

て定 着 して きた よ うで あ る。

日本博 物 館 協 会 で は博 物 館 展 示 の理 論 的 究 明 と技 術 的 前進 につ い て非 常 に 熱

心 に研 鑽 が積 ま れて い る(5)0

エ キ ジ ビ シ ョ ンも ビ ッグ プ ロ ジ ェ ク トに な る と プロ デ ュー ス シ ス テ ム を と ら

な けれ ば な ら な い。 平 野 繁 臣 氏 は 日本 万 国 博 テ ー マ館 プ ロデ ュ ー ス の経 験 か ら、

エ キ ジ ビ シ ョン プ ロ デ ュ ー ス標 準 モ デ ル を 《表1-3》 の よ うに示 した(60}

これ は 、博 覧 会 の パ ビ リオ ン作 成 プ ロ デ ュ ー ス 業 務 に その ま ま 当 て は ま る が、

実 際 に は 内容 的 に伸 縮 が あ ろ う。 よ く見 る と実 に広 範 囲 の 作 業 内容 で あ る。 こ

れ らの 作 業 は 決 して ス ム ー ス に運 ばず 、 基 本 計 画 の 段 階 で 数 回 以 上 の練 り直 し

が 普 通 で あ り、 施 工 段 階 にな る と部 分 変 更 が極 度 に増 え る。

エ キ ジ ビ ジ ョ ンデ ィス プ レイ の プ ロ ジ ェ ク トに参 加 す る ス タ ッフ も ま た 、 そ

れ ぞれ の分 野 の 専 門 家 で あ り、 その 人 た ちの頭 脳 と技 術 の集 合 に よ って ひ とつ

の もの が創 造 さ れ る 。 そ れ も十 分 な年 月 と経 費 を使 っ て初 め て可 能 と な る。 ビ

ッ グ プ ロ ジ ェ ク トに お い て 、 デ ィス プ レイ 企 業 が主 導 権 を得 るた め に は 、 必 然

的 に優 秀 な専 門 家 の グ ル ー プ を持 ち、 他 の仕 事 と の関 係 を 考慮 す れ ば複 数 の グ

ル ー プ を擁 して い な けれ ば な ら な い。

一 方 の極 に博 覧会 の よ う な巨 大 な デ ィス プ レイ が あ るか と思 え ば
、他 方 に銀

行 な ど の シ ョー ウ ィ ン ドー デ ィ ス プ レイ が あ り、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ トの 吊 り下

げ看 板 の 制 作 も デ ィス プ レ イの 仕 事 とな って い る 。 この広 域 性 が デ ィス プ レイ
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《表1-3》 プロデ ュース業務標 準モ デル

i基 本 方 針

与件の確認

予備調査

目標の設定

{2基 本 計剄

基本構想の策定

対象領域の調査 と資料収集

関連す る事項の調査 と資料収集

基本理 念 ・テーマの展 開

ス トー リーライ ンの作成

オーナーとの調整及 び確認

4実 施 設 計

13基 本 設 訓

表現手法の選択と組合せ

予測される問題の確認と調整

技術的な可能性の確認

デザイン展開

音響基本計画の決定

照明基本計画の決定

映像基本計画の決定

展示用可動諸装置の決定

綜合演出基本計画の作成

基本設計図書の作成

工事概算書の作成

中間プレゼンテーションの牢旃

展示場 内部設計

展示物 設計

展示用可動装置 とその システム、

配管 ・配線設計

同上プログラムと演出計画の作

成

照明機器 とその システム、配管 ・

配線設計

同上制御 プログラムと演出計画

の作成

音響機器 とその システム、配管 ・

配線設計

同上プログラム とヴオーカル ・

インフォー メー ション用コピー

の作成 まで含む演出計画の作成

映像機械 とその システム、配管 ・

配線設計

同上プログラム と演出計画の作

成

サイ ン計画 とコピー作成

制御システム と配線設計

綜合演出計画の作成

実施計画図書の作成

工事予算書の作成

最終 プレゼ ンテーション

5制 作・施工管理

略

6竣 工後の業務

略
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の認 識 を不 明確 な も の に す う原 因 と な っ て い るので あ る。

以 上 、 デ パ ー トの デ ィス プ レ イ(増 改 築)、 シ ョッ プ デ ィス プ レ イ(店 舗)、

そ して エ キ ジ ビ シ ョ ンデ ィス プ レ イ(パ ビ リオ ン)の3例 を挙 げた が 、 そ こで

デ ィス プ レ イ の領 域 が拡 大 し、 質 的 に 高度 な もの に変 貌 した こ と が わ か った 。

デ ィス プ レ イ は情 報 化 社 会 に お け る マ ス メ デ ィアの ひ とつ と して 、 ス ペ ー ス メ

デ ィア の 名 の も と、 ユ ニ ー ク な機 能 を発 揮 で きる よ うに な って きて い る と か ね

て か ら論 じ られ て きた 。 神 吉 定 氏 は デ ィス プ レイ が 「耒 来 指 向 型 の メ デ ィア と

して脚 光 を浴 び て い る(7)Jと指 摘 す る。 そ して 、 そ の例 証 は 多 い 。 しか し、 デ ィ

ス プ レ イ そ の もの が 脚 光 を浴 び て い て も、 そ れ に携 わ るデ ィス プ レイ 企 業 が そ

の脚 光 にふ さ わ し く適確 に成 長 して き た か ど うか 、 この 点 を詮 索 す る と幾 っ か

の 問題 にっ き当 る。 しか し、 こ こで はデ イ ィス プ レイ領 域 の 拡 大 、複 雑 化 、 質

的 変化 の 認 識 に と ど め て お く。

II.国 家 レベ ルで の 資格 認 定

デ ィス プ レ イ ヤ ー で 、 特 にデ ザ イ ン担 当者(企 業 内)の 成 長 は容 易 で な い。

一般 に
、 大 学 の デザ イ ン専 門 コ ー ス を経 て入 社 後3--5年 で 、 デザ イ ン ワ ー ク

的 仕 事 が任 せ られ る まで に達 す 。 や が て 、 デ ィ レ ク ター 的 な仕 事 を 担 当 す るよ

うに な る。 しか し なが ら、 未 だ オ ー ル マ イテ ィで は な い 。 先 の 《表1-1》 《

表1-2》 《表1-3》 で 示 した よ うに、 デ ィス プ レイ が 非 常 に広 領 域 で あ る

た め に、10年 間 勤 め て 初 めて とい う種 類 の仕 事 を担 当 す る こ とも あ る ぐ らい で

あ る。 また、10年 とい うと管 理 職 と して の 仕 事 を課 せ られ る立 場 と な り、 デ ザ イ

ンや プ ラ ンニ ングの 仕 事 の他 に、 管 理 者 と して の仕 事 を献 身 的 な努 力で 全 うす

るの が普 通 で あ る。 従 っ て 自分 の 時 聞 は極 め て 少 な く、 お よ そ 自主 研 修 は 自 ら

の睡 眠 を少 な く して の こ と と窺 い知 る こ とが で きる。 しか し、仕 事 の 上 で い ろ

い ろ な一 流 人 や学 識 者 と接 触 す る こ とが 多 く、 先 方 の教 養 が滲 透 し知 らぬ 間 に

自分 の も の と な っ て い る事 が あ る。
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実物効果を予測するためには、体験がものをいう。建築家は資格を取得する

ために、空間における実物スケール体験 を一定期間持っ。デ ィスプレイもまた

スペースメデ ィアである以上、建築家 と同様 に、空間知覚体験の積み重ねが必

要である。ペーパープランによる空間装置は、空 間での感覚体験がなければ思

わぬ失敗 を招 く。

ディスプレイデザイン担当者で、大学のディスプレイ専門コーズを経て きた

と言い切る人は少ない。それは専門コースそのものが設置 されてないこともあり、

また、大学での4年 では基礎感覚や技術の養成以外に、深 くデ ィスプレイにっ

いでの能力や技術を修得することは不可能だからである。それほどディスプレ

イの範囲ほ広 く、その質は高度 となったのである。当然 ながら、入社後の教育

と自主研修 が重要 となる。

社員教育で成果 をあげるためには、教育に対する企業 としての積極姿勢 を示

すこと、すなわち、十分 な研修時聞と便宜を与えなければならない。デ ィスプ

レイヤーは全体 に多忙で、昼は会議、夜 は仕事 と、緊張の連続である。どの仕

事 も大体建築から始 まるので時間的 しわよせが、 どうしてもディスプレイにや

って くる。ディスプレイ企業の発展は、どのような無理でも指定期 日までに確

実に仕上げるという超猛烈社員の労働提供で支えられてきた。これは過去の 日

本経済成長過程 に似ていて、やがて反動期を迎えるであろう。

デ ィスプレイヤーや商業施設関係者の資格が一昨年か ら問題 となってきてい

る。この問題が、人材格差すなわち企業格差 を決定づける契機 となるのは必定

である。資格問題 とは通産省 ・建設省が商業施設関係団体を呼び、建築業に準

ず る考え方 として、二級建築士程度の資格を持った人 によって設計や製作管理

をやってほしい、と行政指導が始められたところに端 を発す。その後約一年半,

S.48年5月18日 に全国商業施設関係連合会(参 加9団 体=会 社977社+個 人1832

名)が 結成 され、国家 レベルでの資格認定への対策第一歩が進められた。 目下、

通産省 ・建設省監修によるテキス ト 「商業施設専門体系」の執筆が進め られて
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いる。ショップディスプレイにしても、エキジビションディスプレイにしても、

ディスプレイが人間との交 りの関係 にある以上、安全性のための資格が必要な

のは当然であろう。そこで、既 に資格のある建築士や建築学科の卒業生が有利

になることは明瞭で、建築士のディスプレイ界への介入が推測 される。また、

大手建設業は感覚的発想豊かな人材を保有 している。意志さえあればデ ィスプ

レイ企業の守備範囲をせばめることはたやすい。最近の建築にはディスプレイ

要素や広告的要素が非常に多くなって きている。また過去1-2年 の商店建築

雑誌に掲載 された施工例を見ても、主流は○○建築設計事務所の設計であった。

これらのことからも、有資格者 による設計が非常に多くなり、しがも前衛的な

仕事を多く残 していることを示 し、これからの店舗づ くりの傾向を暗示 してい

る。

ディィスプレイヤーの経歴 を調べたことがあった。S。44年当時活躍中の61名 の

うち建築科卒4名 、図案 ・工芸 ・デザイン科卒33名 、美術科卒4,名 、工業デザイ

ン科卒3名 、 その他17名{8)で あり、このなかで一級建築士と略歴で明示 してい

るのは1名 で あった。これは建築士即 ショップディスプレイ ・エキジビション

ディスプレイの能力者 とは限 らないという見方 を可能にし、その反面、社会的

有資格者が少 ないことを如実に表わしている。各企業とも一級建築士を使用 し

て(雇 用 して)建 築業者登録を受けているから、事業に支障はないが、人命に

関わりのある制作物図面のすべてが建築士 によってチェックされているとは思

えない。建築士の有資格者が多い方が企業としてより責任のある仕事 を達成で

きる。やがて、商業施設設計 ・管理資格認定が軌道にのり、各企業内デザイナ

ーたちが受験 することになるが、もしも、そこで認定洩れが多数で ると企業 と

しての問題 は大きい。それは能力の不足 を現わにす るもので、資格者数の不足

は企業不信に繋がり、企業成長路線は崩壊する。といって簡単に資格 がとれる

ようでは技術 水準の向上も社会的信頼 も生まれてこな4a。努力の結果、やがて

資格 を有 し、デ ィスプレイ設計者 としての十分 な能 力を持った入たちが育 って
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きた 時 、 そ れ を契 機 と して、 過 去 の造 形 の み 、 あ る い は小 ス ペ ー ス の デ ィス プ

レイ ま た は デ コ レー シ ョ ンに近 い デ ィス プ レイ デ ザ イ ン の担 当 者 は 、 や が て 片

隅 に追 い や られ 、 不遇 を か こつ よ うに な るだ ろ う。 過 去 の デ ィス プ レイ は建 築

空 間 に従 属 して きた 、 あ るい は企 業政 策 上 そ れ に甘 えて きた面 が あ る。 プ ロ フ

ェ ッ シ ョナ ル で あ るた め に、 また 同 業 他 社 か ら も尊 敬 さ れ る た め には 、社 会 的

有 資 格 者 の 多 数獲 得 が必 須 条 件 で あ る。

国 家 レベ ル で の 資 格 認 定 は これ か ら波 乱 を呼 び そ うで あ るが 、 や が て 業 界 全

体 の 社 会 的 信 用 向 上 に役 立 つ 。早 急 の 対 策 、長 期 見 通 しの上 に 立 っ 経 営 思 想 の

転 換 が望 ま れ る。 一 部 企 業 で は既 に建 築 士 の 有 資 格 者 に は特 別 手 当 をっ け る方

針 を明 らか に して 新 卒 の 求 人 を行 って い る。 また 、 積極 的 に研 修 を指 導 す る企

業 も あ る 。研 修 に あ た っ て は、学 ぼ う、自 ら を磨 こ うとす る者 に対 す るモ チ ベ ー

シ ョン の与 え方 が最 も大 切 で あ る。 学 ぶ 者 自身 にや ろ うとす る積 極 さが な けれ

ば当 然 の帰 結 と して 向 上 は な い 。

IIL未 来 指 向 型 店 舗 登 場

シ ョ ップ デ ィス プ レイ はエ キ ジ ビ シ ョ ンデ ィス プ レ イ に比 べ 、 好 景 気 に支 え

られ て 今 日で も需 要 が 多 い 。店 舗 投 資 額 はS.46年 で8000億 円近 く 、5.41年 か ら

年 間 平 均 伸 び 率 は23%を 続 け て い る。 現 在 の 店舗 産 業 は1兆 円産 業 に ま で 成 長

し、 さ らに伸 び 続 けて い る(9)0消費 者 は躊 躇 な くムー ドに よ る買物 の 楽 し さ を求

め 、 そ の欲 求 範 囲 は非 常 に多様 で あ る。 店 舗 側 も労 働 力不 足 の た め 設 備 面 の 省

力化 を考 えね ば な らな い よ う に な っ た。 また 、 全般 に店 舗 改 装 の 周 期 も縮 ま る

傾 向 に あ る。 従 って 改 装 需 要 は 増 大 す る一 方 で あ る。 こ の よ う な需 要 を企 業 が

見逃 す 筈 が な い。 資 材 メ ー カ ー 、設備 機 器 メー カー、家電 メー カー、 鉄 鋼 メ ー カ

ー な ど が積 極 的 に取 組 み
、 開発 事 業 と して競 争 を続 けて い る。

店 舗 に お け る流 通 面 の シス テ ム 化 は最 近 の傾 向 で あ る。 そ れ は商 品 の変 化 を

激 しく し、恒 久 的 デ ィス プ レイ を成 り立 た せ ない 。 そ こで 変 化 に対 応 す るデ ィス
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プ レ イ と して カ プセ ル化U①が生 まれ て く る。 カ プセ ル店 舗 化 は 、

a)地 方 都 市 改 造 に よ る店 舗 の発 展 が続 く。

b)3年 で店 舗 の ス ク ラ ッ プ ・ア ン ド ・ビル ドが普 通 に な っ た 。

c)設 備 機 器 の発 達(店 舗 の 裏 方 の省 力 化)に す ぐ対 処 で き る。

d)販 売 経 営 政 策(系 列 の専 売 店 や フ ラ ンチ 々イ ズ シ ョ ップ な ど)と し て カ プ

セ ル化 が統 一 イ メ ー ジ をっ く る。

e)従 来 の習 慣 的 施 工 法 か ら脱 皮 した 新 しい技 術 が使 え る。

f)カ プ セ ル 化 な ので 部 分 的取 りか え が簡 単 で あ る。

な ど プ ラス 材 料 が 多 い 。 この 他 にモ デ ュー ル を使 い プ レハ ブ化 した店 舗 、 工 業

生 産 店舗 、 オ ー トメ機 器 店舗 、 移 動 店 舗 ⑪ な どが あ る。 こ れ らの店 舗 は 今 まで

に なカ・っ た も の と して シ ョ ップ デ ィス ブ レイ の未 来 を暗 示 させ るの に十 分 で あ

る。 先 にあ げ た シ ョ ップ デ ィス プ レ イ の構 成要 素 《表1-2》 を見 る と、従 来

の 店 舗 は20--30の 専 門業 種 が 入 りみ だ れ て施 工 して い た の が わ か る が、 カ プセ

ル化 、 プ レハ ブ化 、 オ ー トメ 機 器 化 が進 む と手 工 芸 的 に長 期 間 に わ た る施 工 は

無 く な って く る。店 舗 の 内 装 は デ ィス プ レイ機 器 の ユ ニ ッ ト化 も加 わ っ て 、 業

種 に よ って は一 夜 で 改 装 が可 能 とな る。 こ れ も また デ ィス プ レイ企 業 の 体 質転

換 を余 儀 無 く させ る要 因 に な り そ うで あ る。短 期 日施 工 が条 件 と な って く る と 、

デ ィ ス プ レイ 企 業 の 作 業 は施 工 全 体 よ り も組 立 て 、 あ る い は ジ ョ イ ン ト部 の 木

工 事 の み で終 了す るよ うな時 が くる か も しれ な い 。 そ こで 従 来 の デ ィス プ レイ

企 業 は 、 オ ー ダー メ イ ドの よ さ、 ユ ニ ー ク な店 舗 づ く りの よ さ を特 長 と して 、

地 域 社 会 の 消 費者 志 向 を基盤 と した店 舗 設 計 がで き る こ と、 す な わ ち 、 大 企 業

の フ ラ ンチ ャ イ ズ 店舗 計 画 本 部 の マ ー ケ テ ィ ン グ 資 料 の 盲 点 を つ く こ と が で

き、 そ して 地 域 に密 着 した店 舗 計 画 が 可 能 な こ と な どを企 業特 性 と して うち 出

さね ば な らな い。 企 業 体 質 転 換 を図 る積 極 的 なデ ィス プ レイ企 業 は、 自 ら が カ

プ セ ル化 な ど を進 め る側 に立 ち、 従 来 の 店 づ く りか ら脱 却 す る こ と が先 手 で あ

る。
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1そ れ に して も
、 今 ま で 以上 に流行 を敏 感 に先 ど り して 、エ ス プ リの あ る、 人

聞 性 豊 か な、 そ して造 形 的 に も美 しい もの を創 り出 す 基 本 的 な努 力 は今 まで 以

上 に要 望 され る。

IV.大 企 業 の進 出

最 近 、 大 企 業 の デ ィス プ レイ領 域 へ の進 出 が極 め て 活 発 に なっ て きて い る。

a)印 刷 会 社 → ス ペ ー ス デ ザ イ ンセ ン ター で ソ フ トを 中心 に施 工 まで を行 な

う(メ ー カ ー系 列 の専 売店 や フ ラ ンチ ャイ ズ シ ョ ップ な ど)

b)ガ ラス 会 社 → デ ィス プ レ イ器 具 ユ ニ ッ ト

c)ア ル ミ会 社 → デ ィス プ レ イ素 材 や 店舗

d)軽 金 属 会 社 → カ プ セ ル 店舗 ・

e)鉄 鋼 会 社 → 人 工 地 盤

f)電 器 会 社 → カ プ セ ル店 舗

g)化 学 繊 維 会 社 → ア ク リル を使 っ た カ プ セ ル 店 舗

h)広 告 代 理 店 → 強 力 ソ フ ト部 門 で チ ェ ー ン店 づ く り

i>照 明会 社 → 一 地 域 の光 の演 出

j>百 貨 店 → コ オ デ ィネ ー ター と して設 計 と什 器 の セ ッ ト販 売

k)商 社 → コ オ デ ィネ ー ター と して レジ ャー ラ ン ド他 大 型 エ キ ジ ビ シ ョ ンや

ハ ウ ジ ング

この よ うに各 大 手 企 業 と も シ ョ ッ プ デ ィス プ レ イ を新 しい産 業 とみ て 、 い か

に シ ス テ ム化 す る か とい う課 題 に と り組 んで い る。 大 企 業 が ソ フ トウ ェ ア を武

器 と して動 き 出 して い る事 実 、 設備 機 器 を製 作 して ス ー パ ー に売 り込 ん で い た

大 企 業 が新 た に シ ョ ップ に進 出 して き て い る動 き な ど は、 今 後 注 視 す べ き もの

で あ ろ う。

シ ョ ップ デ ィス プ レイ で は マ ー ケ テ ィ ング 戦略 が 、 エ キ ジ ビ シ ョンデ ィス プ

レイ で は プ ロ デ ュ ー ス シス テ ム が成 功 の 鍵 と な る。 デ ィス プ レイ企 業 内 で 連 日
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大 量 の デ ザ イ ン消 化 に追 わ れ て い る状 態 で は デ ザ イ ナー た ち の頭 脳 は 狭 い 思 考

領 域 、認 識 範 囲 を固 執 す る結 果 と な り、 マ ー ケ テ ィ ング や デ ィス プ レ イ プ ロ デ

ュ ー ス と して の能 力 は培 わ れ な い。

大 企 業 は広 告 の分 野 で す で にマ ー ケ テ ィ ン グ戦 略 を確 立 して い る。 そ こで1

兆 円 産 業 に乗 り出 す場 合 に は、 ハ ー ド部 門 の 優 秀 な 技術 陣 も加 え た強 力 な も の

と して 実 力 を発 揮 す る。 さ らに注 目す べ きは そ の比 類 な き資 金 力で 、 ノ ウハ ウ

を輸 入 す る こ と も簡 単 で あ り、 デ ィス プ レイ企 業 の優 秀 な人 材 を吸 収 す る 可能

性 も あ る 。 さ ら に強 力 な宣 伝 力 が 加 わ る の で 、既 存 デ ィ ス プ レイ企 業 群(大 手

で 資 本 金1億 円 、 年 商 約50--60億 円)は 脅 威 を感 じる。 そ こで 安 直 に、 これ か

らデ ィス プ レ イ領 域 を め ざす 大 企 業 と の提 携 、 あ る い は下 請 な ど を考 え るの は 、

デ ィス プ レ イ企 業 自 らの 質 的 向 上 に繋 が ら な い ば か りで な く、 企 業 と して の 自

主 性 が失 わ れ る恐 れ が 強 い 。

V.入 材 の 育 成 と確 保

デ ィス プ レ イ専 門 の 学 校 が あ る。 社 団法 人 日本 デ ィス プ レイ業 団 体 連 合 会 の

「日本 デ ィス プ レイ学 園 」がそ れで あ るが、これ は デ ィス プ レイ ヤ ー を育 て る た

め の学 園(通 信 教 育 で 一 般 課 程1年 、 専 門 課 程1年 の計2年 で修 了)でS.47年

で 一 般 課 程241名 、専 門 課 程322名 が受 講 して い る 。 受講 者 は 現 在 デ ィス プ レイ

に携 わ って い る人 た ちで あ る。 こ の学 園 の 講 師 で あ り、 テ キ ス トの執 筆 者 方 は 、

デ ィス プ レイ の経 験 豊 か な人 た ちで 、 その 内容 も非 常 に立 派 な も の で あ る。 し

か し、 各 執 筆 内 容 を通 読 す る と、 デ ィス プ レイ の な かの 、 あ る専 門 分 野 に か ぎ

っ て の 執 筆 の た め、 エ キ ジ ビ シ ョン中 心 で あ った り、 シ ョ ップ デ ィス プ レ イ 中

心 に な っ た りす るの で 、受 講 者 は 多少 の と ま どい を 覚 えた で あ ろ う。 これ は デ

ィス プ レ イ と い う言 葉 が 、 あ ま りに 巾広 い 領 域 で 解 釈 され 、使 わ れ て い る こ と

を反 映 して い る 。瀬 木 慎 一 氏 は デ ィス プ レ イ を環 境 デ ザ イ ン と受 け とめ 、 視 覚

芸 術 の ひ とつ と語 る。 さら に 「デ ィス プ レイ とい う固 有 の ジ ャ ンル は な い 。 生
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活 の な か に あ る 、 あ り とあ らゆ る もの が デ ィス プ レイ の対 象 に な る。 そ う い う

意 味 を も って 、 デ ィス プ レ イ と は何 か とい っ た ら、 そ れ は デ ザ イ ンで あ る と い

っ て もい い く らい デ ィス プ レ イ はデ ザ イ ンの 本 質 につ なが って い るatiJと述 べ て

い る。

冒頭 の 《表1-1》 は この こ とを裏 付 け る か の よ う にデ ィス プ レイ の 広 領 域

を示 し た。 デ ィス プ レ イヤ ーで あ の100も あ るグ リ ッ ド別 の仕 事 を す べ て こ な

せ る綜 合 的 能 力 の持 ち主 は極 め て少 ない 。 今 迄 の 多分 野 に わ た る技 術 処 理 能 力

に加 え て 、 ソ フ ト部 門 の能 力 を も問 われ る今 日、各 デ ィス プ レイ企 業 は そ れ に

応 じ られ る人 材 育 成 と確 保 を真 剣 に考 え る。 しか し、 技術 向上 が あ る程 度 可 能

で あ っ て も、 デ ィス プ レイ 計画 の コ ンセ プ トを決 定 し、 方 向づ け を行 な え る能

力 は簡 単 に向 上 しな い 。前 述 の 通信 教 育 の テ キ ス ト(専 門 課 程)は 経 験 豊 か な

デ ィス プ レイ ヤ ー が 自分 の未 知 分野 につ い て 、 さ らに学 ぶ べ きほ どの 高 度 な内

容 で あ り、 人 によ っ て は 高 密 度 の 成 果 が得 ら れ る。 しか しな が ら、 漫 然 とテ キ

ス トを読 み 、 添 削 課 題 の提 出 に窮 して い る よ うで は あ ま り多 くを期 待 で き な い。

こ こ で も学 ぶ 側 の姿 勢 に よ って 成 果 が大 き く変 わ る こ と を指摘 した い。

デ ィス プ レイ企 業 で働 く人 た ち は 、 自分 の 進 むべ き道 を し っ か り とわ き ま え 、

そ れ に従 っ て 、 計 画 的 に学 ぶ べ きで あ ろ う。 基 礎 と して広 範 囲 の 能 力 を持 ち、

そ の 上 に 自 らの 方 向 に応 じた研 修 が望 ま しい 。 デ ィス プ レ イ プ ロ デ ュ ー サ ー、

マ ネ ー ジ ヤ ー 、 デ ィ レク ター 、 プ ラ ンナ ー、 デ ザ イ ナ ー 、 プ ロ ダ ク ター な ど本

人 の 適 性 能 力 と意 志 で 進 む道 は別 れ る。 企 業 が デ ザ イナ ー に デ ィ レ ク タ ー的 成

長 を希 望 して も、 本 人 は造 形 面 に興 味 を残 し、 デ ザ イナ ー と して進 む 意 志 を示

す こ と も あ ろ う。

学 生 の な か で デ ィス プ レ イの仕 事 につ く 目的 を は っ き り持 っ て い る者 は意 外

に少 ない 。 ま た 、専 門 的 にデ ィス プ レイ を教 えて い る学 校(大 学)は 殆 ど ない

と思 う。 しか し、 デ ィ ス プ レイ の分 野 へ 進 む 可 能 性 を持 つ 学 生 は、S.48年 国 ・

公 ・私 立 大 へ の入 学 者 の うち、 デザ イ ン系 で2427名 、建 築系 で4680名 、 計7107
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名 で あ る。 か って 入 社 試 験 で 受 験 者 の 能 力 を調 べ た 経 験 か ら 述 べ る と、 大 学

(4年)卒 で も残 念 な が らデ ィス プ レイ に興 味 を持 つ 入 門 者 程 度 の 能 力で 、即

戦 力 に は遠 く及 ぼ な い。 そ こで 、 企 業 は将 来 の 可 能 性 を判 断 して採 用 す る こ と

に な る 。 これ は 多分 野 の 能 力 を必 要 とす るデ ィス プ レイの 宿 命 的 な もの で あ る。

トー タル で あ る が故 に学 生 期 間 で は学 び切 れ ない の で あ る 。

OntheJobTraining,こ れ は一 般 に企 業 内 で 行 な わ れ る能 力啓 発 ・訓練 の

基 本 的 な方 法 で 、具 体 的 には マ ン ツ ー マ ン制 、 グ ル ー プ制 、 デ ィレ ク ター 制 、

プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム 制 、 部 課 制 の 組織 の な かで 、 仕 事 を させ な が らそ の つ ど リ

ー ダー が指 導 す る。 そ して 大 体3～5年 で デ ザ イ ナ ー(ま た は デ ィス プ レ イ ヤ

ー)と 言 い える よ うに なる
。 しか し、 これ は限 られ た範 囲 内 の デ ィス プ レ イ計 画

の こ とで あ っ て 、 アー トデ ィ レク ター や プ ロ デs一 サ ー と して の 能 力 を身 につ

け るた め に は個 人差 が あ る と して も推 測 で さ らに数 年以 上 は必 要 で あ る。

目 ま ぐる しい 企 業環 境 の変 化 に対 処 す る た め には 、 変化 を乗 り切 る人 材 の育

成 ・確 保 が必 要 で あ る が 、 そ れ以 前 に企 業 姿 勢 す な わ ち企 業 の 進 む道 を 明確 に

す べ きで あ ろ う。 ハ ー ドの み で進 む の か 、 ソ フ トの み にす るの か 、 両 方 を兼 ね

た 企 業 にす るの か、 コ オ デ ィネ ー ター 的 企 業 にす るの か、 高 度 の総 合 企 業 で 進

む の か な どの 方 針 が決 ま れ ば社 員 教 育 の 方 針 もは っ き りす る。 受注 キ ャ パ シテ

ィ(短 期 日で 大 工 事 が可 能 、 長期 間 で 高 度 の仕 事 、 コ オデ ィネ ー トカ 、資 金 力)

に よ っ て も企 業 姿 勢 が決 ま る。そのの ちに企 業 目的 と本 人 の 目的 と を合 致 させ た 、

あ る い は そ れ に沿 っ た教 育 が 行 な わ れ る べ きで あ ろ う。

社 員 教 育 あ る い は 自主 研 修 は個 人 の 能 力差 別 に タ イ ミ ン グよ く集 中的 に効 率

よ く行 なわ れ な け れ ば な ら ない 。 い ち ど実務 にっ く と、 な か な「か受 講 や研 修 は

で きな い の で 、 新 入 社 員 を含 め て 、 研 修 者 に は適 当 な オ リエ ンテ ー シ ョン を行

な うの が効 果 的 で あ る。 しか し、 学 ぶ側 が この 種 の研 修 に興 味 や 魅 力 を感 じな

く、 む し ろ負 担 と な り 「今 さ ら勉 強 し な くて も、 まず 安 定 した 給 与 が 貰 え る の

に」 とい う不 満 や反 感 を抱 くと、 も は や 企 業 が希 望 す る能 力向 上 は覚 つ か な い 。
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その者たちには、負担にならない範囲で主体的に学ぶ研修の意義 とその価値を

自覚するよう話 し合 う努力をすべ きであろう。研修 を否定するような管理者の

言動もまた学ぶ者のやる気 を失わせ るので、絶対 に回避 しなければならない。

ディスプレイヤーには創造性が常に要求 される。この創造性があるからこそ、

社会的労働、換言すれば責任労働 としてこの職業を選んだ人が多い。創造する

ためには鋭い感受性や分析力、豊かな構想力を持 たねばならない。そしてへ 造

形感覚 にも優れ、広告人としての必要条件 を持 ち、芸術性を備 えたデ ィスプレ

イを生み出す努力がいる。各分野で活躍する超一流のデザイナーはこれに近い

条件 を満足 させているのである。オールマイティであるディスプレイヤーの数

多くの出現が今後のデ ィスプレイ界全体の発展を約束する。

ところが、現実のディスプレイ企業が持つ独特の保守性や現在の 〈労働〉に

対する認識不足は、企業の発展を妨 げている。営々としてデ ィスプレイに従事、

その地位を礎 きあげてきた人々にとって、今 日のデ ィスプレイの変貌は、過去

の実績を白紙 にし、功労者の地位 をも脅すものとなり、ますます保守性 を強め

させ る。労働 に対す る世代間の意識のズレを 「価値観」の多様化 として認めな

がらも、お互いの生活目標 そのものを動揺 させている。

自己研修 には、その結果である能力向上に対 し、能力本位の人材登用が実施

されなければ実を結ばない。拘束労働以外に自主学習 ・自発活動を行ない、そ

れによって全人格的 レベルアップを図ること1さ簡単ではないが、それを社員に

なし遂 げさせる企業が将来に希望を抱 かせ る企業であり、これからのデ ィスプ

レイ界を背負 うものである。 《表Im》 はディスプレイヤーとして自主研修

の必要なものを選出したものである。

このなかから自己の目標 に従って研修課程 をつくり効果的な研修 を期待す る。

これだけのものを全部修得するには優に4年 はかかると言っても過言でない。

私の勤務す る大学では美術 ・土芸科教育、美学美術史、日本画、西洋画、彫

塑、工芸、構成の7科 目にわたって共通基礎科目を1・2回 生で、専修基礎科
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《表1-4》 デ ィス プ レイヤー研修科 目

a.基 礎 b.基 礎 演 習 c.専 門 技 術 d.理 論

1デ ィスプ レイ総論 1立 体構成 1建 築技術 1統 計学

2デ ィスプレイと社会 2平 面構成 環境計画 2社 会学

3現 代デザイン論 3色 彩構成 設備計画 3文 化人類学

4造 形心理 4造 形演習 構造計画 4心 理学

5消 費者心理 5絵 画演習 防災計画 5経 済学

6芸 術鑑賞 6写 真演習 設計の進め方 6経 営学

7デ ィスプ レイ作品 7音 響演習 設計業務 7コ ミュニケーション理 論

鑑賞 ・批判 8映 像演習 基礎製図 8マ ーケテ ィング

8デ ィスプレイ材料
9電 動 ・照明演習 基本設計 9広 告理論

9関 係法規概論 10機 械装置設計 実施設計 10行 動科学

10語 学
11表 現方法 一般設計 11流 通機構

口述 構造設計 12セ ールスプロモーション

文章 設備装置設計 技術

描写 照明法
13シ ステ ム理論

模型 建築材料
14プbデ ュースシステム論

12デ ィスプ レイ効果 の インテリア計画
15作 業計画法

追跡 エクステリア計画 16デ ィスプレイ効果測定

13透 視図法
2積 算法 17プ ロダク トマネー ジ

14彩 色 スケ ッチ 3見 積法
メン ト

15レ イアウ ト演習
4契 約法

16レ タリング演習
5管 理法

17印 刷基礎
6デ ィスプレイプラ ン

18シ ョーイ ング ニ ング

19発 想 トレーニング 7デ ィスプレイ計画法

8デ ィスプレイ制作法

9デ ィスプレイ工学

10プ レゼンテーション技術

11演 出法

12関 係法規詳細
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目を2・3回 生 で 、 そ れ に専 門研 究 を4回 生 で履 修 す る課 程 に な っ て い る。 こ

の他 に一 般 教 育 科 目を 人 文 ・社 会 ・自然 分 野 か ら選 択 で 履 修 す る。

こ の よ うに 巾広 く履 修 して も デ ィス プ レ イ界 へ 入 れ ば入 門 者程 度 で し か な い。

た だ基 礎 と して の勉 強 が 将 来 の 強 力 な糧 と な る の は ま ち が い ない 。

最 近 の 〈デ ザ イ ン=計 画 〉 と い う概 念 の 広 が りか ら、 デ ザ イナ ー の仕 事 は拡

大 して い る。 「色 と形 だ けの デ ザ イ ンは 現 在 肯 定 され て い る もの の 徐 々 に否 定

され る傾 向 に あ る」 とデ ザ イ ン の意 識 調 査 ㈹の 結 果 は示 す 。 私 の15年 の デ ィス

プ レイ 、 特 にエ キ ジ ビ シ ョンデ ィス プ レイ の 経 験 か ら して も、色 と形 の デ ザ イ

ン以 外 の 〈デ ザ イ ン〉'が非 常 に 多 く、様 々 な要 素 を シス テ マ チ ック に進 行 させ

て い く トー タ ル プ ラ ンニ ン グ が 〈デザ イ ン〉 で あ る とい う意 識 を強 く も っ た。

トー タル 思 考 、 これ は 将 来 のデ ザ イ ン活 動 で も っ と も必 要 な能 力 と な ろ う。

大 学 で の基 礎 科 目の う ち立 体 構 成 実 習 で 、 フ オ トエ キ ジ ビ シ ョ ンの企 画 、 構

成 を課 題 と して与 えて み た。 ひ と りで コ ンセ プ トづ く りか ら演 出 、効 果 、 造 形

(模型)ま で を行 な うもの で 、 そ れ ま で の 制 約 の な かで の基 礎 課 題 制 作 に比 べ 、

フ リー に考 え られ る と こ ろ が学 生 た ち に と って 魅 力 とな っ た よ うで あ る。文 学 ・

演 劇 ・音 楽 と同様 に時 間 的 プ ロセ ス に よ って 構 成 して い き、 空 間 の連 続 性 に お

い て演 出 や 造 形 を考 え る とこ ろ に創 造 の よ ろ こ び が あっ た か らで あ ろ う。 多 く

の作 品 は未 完 成 な が ら、 自分 と環 境 の 交 わ りを は っ き り と示 す 企 画 で あ り、造

形 展 示 と な っ た 。 これ は学 生 に と っ て トー タ ル思 考 の初 体 験 と な っ た と思 う。

〈写 真1>今 後 、 エ キ ジ ビ シ ョ ンデ ィス プ レイ を構 成教 育 の 中へ と り入 れ その

効 果 を確 か め た い と思 っ て い る。

これ まで 企 業環 境 の 変 化 に対 応 す る た め に優 秀 な人 材 の 育 成 、 また は 他 分 野

か らの 導 入 に よ る確 保 を一 貫 して述 べ て きた 。 そ れ と と も に現 状 維 持 は環 境 の

変 化 に対 して 相 対 的 に退 化 とな る こ と をっ け加 えて お きた い 。
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〈写 真1>

以 上 、 現 在 の デ ィス プ レイ企 業 の持 つ 問題 点 、(1)領 域 の 拡 大 と質 的 変 化 、(2)

国 家 レベ ル で の 資 格 認 定 、(3)未 来 指 向 型 店舗 の登 場 、(4)大 企 業 の 進 出 、(5)人 材

の 育 成 と確 保 一 一 にっ い て検 討 して きた 。 この 諸 問題 は決 して 急 に で て き た も

の で は な く 、 こ こ 数 年 来 の 懸 案 で も あ っ た 。か って デ ィス プ レイ 企 業 団体

は こ の幾 つ か の 間題 につ い て 逐 次 対 策 を たて 実 施 して きた が、 そ れ が す べ て 有

効 で あ った か に っ い て は疑 問 が残 る。 そ れ は企 業 団体 が実 に480社 に よ っ て 成

り、各 企 業 の規 模 ・姿 勢 ・体 質 が そ れ ぞ れ異 な る と こ ろ に原 因 が あ る の で は な

か ろ う か。 業 界 全体 の 向 上 を 目的 とす る事 業 も場 合 に よ っ て は負 担 が 多 くマ イ

ナ ス に な る企 業 も あ る。 団 体 と して再 編 成 を検 討 す る段 階 に来 て い る の で は な
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い か と思 う。

社 会 環 境 の 変 貌 は デ ィス プ レ イの 全 体 像 を変 えっ つ あ る。普 通 にデ ィス プ レ

イ とい う言 葉 を使 っ て も、 共通 概 念 が存 在 して の こ とか 疑 わ しい 。"デ ィス プ

レイ とは 何 か"は デザ イ ン と は何 か との 定 義 が今 日曲 り角 に きて い る の と同 じ

よ う に、 ひ とつ の転 機 に きて い る よ うで あ る。 「デ ィス プ レ イ は人 間 とそ の環

境 との 交 わ りの な か で 成 り立 つ デザ イ ンで あ る」 との 説 明 の しか た が も っ と も

今 日的 で あ る が 、広 義 で 漠 然 と して い る。 デ ィス プ レイ の場 を商 業 空 間 と社 会

空 間 の ふ たつ と看 做 す 時 、 今 日の経 済 発 展 が残 した環 境 公 害 の 反 動 か ら、 後 者

の 方 が そ の 価 値 を ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ て く る で あ ろ う。 最 近 は デザ イ ンに

対 して 「企 業 に利 用 さ れ、 商 業 主 義 に踊 ら さ れ て 、 デ ザ イ ン公 害 を生 む」 とい

う言 葉 す ら聞 か れ る。 デ ィス プ レイ も同 類 で あ る。 そ して 、 公 共 性 を重 要 視 す

る思 潮 が生 ま れ 、 人 間 を消 費 者 で は な く、 社 会 環 境 に生 きる人 間 と して の と ら

え方 がデ ザ イ ンや デ ィス プ レイ の転 機 をつ く りつ つ あ る。

デ ィス プ レ イ企 業 の 抱 え る問題 点 にっ いて 企 業 の 立 場 に近 い位 置 で 考 え 、述

べ て きた が 、 企 業 と離 れ た立 場 か らは 、 や は り人 間 中心 の デザ イ ン思 想 に重 点

を お く。 経 済 の発 展 期 に は 、消 費 が美 徳 で あ り、 選 択 的 ニ ー ズ を満 足 させ るデ

ザ イ ン商 品 に感 覚 産 業ltgと して の 必要 性 を認 め て も、 同 じ商 品 を必 要 以 上 によ

く見 せ 、 ム ー ドで 買 物 を す る楽 しみ を与 え るた め の デ ィス プ レイ は 、 む しろ過

剰 包 装 と同 じよ うなマ イ ナ ス 面 を も考 え させ る。 「空 の あ る広 場 」 の キ ャ ッチ

フ レー ズ で 売 る シ ョ ッ ピ ン グ ビル の パ ブ リ ッ クス ペ ー ス の空 が 、 実 は 映 像 に よ

る虚 像 で あ る。 贋 物 を本 物 ら し くPRし て悦 に入 っ て い るの は浅 薄 な姿 勢 で あ

ろ う。S.C(シ ョ ッピ ン グセ ン ター)づ く り に お い て 、 外国 語 の ネ ー ミ ン グや

ス タ イ ル の借 用 が氾 濫 して い る。 この 安 易 な発 想 は 、 そ の地 域 社 会 の 利 用 者 に

とっ て必 要 な もの で な く、何 と か して 人 集 め の 手 段 を 考 えよ う と した 結 果 で あ

ろ う。 これ らのS.Cの デ ィス プ レイづ く りは 生 活 に う るお い を与 え る面 と、客

寄 せ の 手段 と な り、 必 要 以 上 に消 費 を煽 っ て い る面 の二 通 りの相 反 した もの を
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持 つ 。 「企 業 利 潤 追 究 の た め 、 よ り多 くの 物 を売 るの にデ ィス プ レイ デ ザ イ ン

が 利 用 さ れ て い るの で は な い か」 との 質 疑 に は 、 「今 日の 経 済 社 会 を 動 か して

い るの も デザ インで あ る」 と逃 げ の答 をす る しか仕 様 が な い。

現 在 の デザ イ ナ ー へ の ア ンケ ー ト(珊 「今 後 あ な た の や りた い仕 事 の 対 象 は何

か」 に対 して 多 くの デ ザ イ ナ ー た ちは 、(1)環 境 ・自然 、(2)都 市 計 画 、(3)公 共 施

設 、(4旧 常 生 活 … … の 順 と な る 回答 を して い る。 これ は環 境 を論 じ るの が流 行

で あ る か らで な く、 デザ イ ナ ー 自身 も そ こ ま で 、環 境 の 悪 化 を肌 で 知 り、人 間

生 活 の 質 の破 壊 を感 じ と り、 そ の た め に 自 らの デ ザ イ ン活 動 に迷 い を生 じて き

て い る か らで あ る。

デ ィス プ レ イ企 業 に も将 来 に向 って の 悩 み が あ り、 そ の な か で働 く者 も迷 う。

この 迷 い を醒 ます た め に も、 デ ィス プ レイ の 社 会 的 意 義 が もっ と も っ とPRさ

れ るべ きで あ る。 幸 い 、 デ ィス プ レ イ に は社 会 的 空 間で の 公共 的機 能 が あ り、

ま た 、 商 業空 間 で も過 剰 で ない デ ィス プ レイ 機 能 の発 揮 や芸 術 性 向 上 に よ って

人 々 の生 活 に う るお い を与 え る こ と がで き る。 経 営 者 を含 め た デ ィス プ レ イ ヤ

ー が 、 それ を よ く知 り、過 剰 デ ィス プ レイ をつ く らな い よ う に わ きま え、 幻 想

的 で な い未 来 環 境 の創 造 に積 極 的 に参 加 しな け れ ば な ら な い時 に な りっ っ あ る 。

企 業 の 自覚 、企 業 団体 と して の 進 路 を決 め る指 導 性 が デ ィス プ レイ 界 の 将 来

を決 め そ うで あ る。

(註)

(1)日 本標準産業分類 〈大分類F一 製造業〉〈細分類番号 一3988>

展示 装置製造業

(2)毎 日新聞社広告局:シ ョッピング リポー ト(1972.10)

(3)チ ャールズ ・ヤ ン:広 告の科学(中 公新書)

(4)古 田昭作:デ ィスプレイ応用工学概論(日 本 ディスプレイ学園セ ミナー)

㈲ 博物館学研究会:展 示一 その理論 と方法一

一24一



日本博 物館 協 会:博 物 館研 究 の 刊 行 その 他研 究 大 会

(6)平 野 繁 臣:デ ィス プ レイ ・プ ロデ ュース ・シス テ ム概 論(日 本 デ ィス プ レイ学 園

セ ミナ ー)

(7)神 吉 定:デ ィス プ レイ計画 論(日 本 デ ィス プ レイ学園 セ ミナご)

(8)日 本 デ ィス プ レイ 業 団体連 合 会:NipponD工SPLAYNO.3,NO.4(1969)

(9)日 本 経 済新 聞:建 築着 工統 計(1972.8.5)

建 設 省:建 設 白書(1973)

(1① 黒 川 紀 章:カ プセ ル思 想(店 舗 シス テム 開発 セ ミナ ー)(1971)

(11)日 本 経 済新 聞 社:店 舗 百科(1973)(未 来店 舗)

(⑫ 瀬 木 慎 一:視 覚芸 術 一 その歴 史 と創 造 一造 形 社(p.22)

(13),(15)製 品科 学研 究 所 デザ イ ン課:デ ザ イ ン に関 す る意識 調査 工芸 ニュ ー ス1972

(14)加 藤 秀俊:デ ザ イ ンの環 境 風土 社

一25一


